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各
種
国
政
選
挙
に
お
け
る
投
票
行
動
の
一
致
と
不
一
致

ー
ー
一
九
八
0
年
同
日
選
挙
の
分
析
｜
｜

堀

江

湛

一
九
八
O
年
六
月
衆
参
同
日
選
挙
が
行
な
わ
れ
た
。
有
権
者
は
こ
の
日
衆
院
と
参
院
地
方
区
お
よ
び
全
国
区
に
対
す
る
三
つ
の
投
票

を
同
時
に
求
め
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
議
会
政
治
は
政
党
政
治
で
あ
る
。
参
議
院
は
衆
議
院
の
単
な
る
カ
ー
ボ
ン
コ
ピ
ー
で
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
か
参
議
院
の
政
党
化
は
望
ま
し
く
な
い
と
い
っ
た
議
論
が
あ
る
に
し
て
も
、
有
権
者
の
国
政
の
あ
り
方
に
対
す
る
意
思
表

示
と
し
て
は
三
つ
の
選
挙
で
投
票
す
る
候
補
者
の
所
属
政
党
は
基
本
的
に
は
同
一
で
あ
る
こ
と
が
自
然
な
こ
と
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
。三

つ
の
選
挙
の
中
で
一
番
性
格
を
異
に
す
る
の
は
一
九
八
二
年
比
例
代
表
制
の
導
入
に
よ
っ
て
比
例
代
表
選
挙
区
と
改
め
ら
れ
た
参

議
院
の
旧
全
国
区
で
あ
る
。
参
議
院
の
政
党
化
は
参
議
院
本
来
の
趣
旨
に
反
す
る
と
か
、
職
能
代
表
的
な
要
素
を
加
味
す
べ
き
で
あ
る

と
い
っ
た
議
論
は
い
ず
れ
も
主
と
し
て
参
議
院
の
全
国
区
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
観
点
に
立
て
ば
有
権
者
の
投
票

行
動
は
参
院
全
国
区
に
つ
い
て
は
衆
院
や
参
院
地
方
区
の
場
合
と
は
異
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
場
合
で
も
参
院
全
国
区
の
45 



候
補
者
は
無
所
属
小
会
派
で
あ
る
と
か
、
特
定
の
所
属
団
体
の
推
薦
候
補
で
あ
る
と
か
、
衆
院
お
よ
び
参
院
地
方
区
で
投
票
す
る
候
補
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者
の
所
属
政
党
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
も
政
策
上
も
そ
れ
程
隔
た
ら
な
い
立
場
に
立
つ
候
補
者
で
あ
る
こ
と
を
暗
に
想
定
し
て
い
る
。

一
方
現
実
の
問
題
と
し
て
有
権
者
の
な
か
に
は
お
よ
そ
無
統
一
で
矛
盾
し
た
投
票
行
動
を
と
る
も
の
が
少
な
く
な
い
こ
と
も
広
く
知

ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
わ
れ
わ
れ
の
研
究
室
は
一
九
七
七
年
の
参
院
選
に
際
し
、
投
票
日
の
当
日
投
票
時
間
終
了
後
と
翌
日
の
午
前
中
、

東
京
都
全
域
で
計
四
百
人
の
有
権
者
に
投
票
日
に
参
院
地
方
区
と
全
国
区
で
ど
の
政
党
の
候
補
者
に
投
票
し
た
か
を
電
話
調
査
で
尋
ね

た
こ
と
が
あ
る
（
表
1

）
。
こ
の
結
果
に
よ
る
と
有
権
者
の
中
に
は
全
く
矛
盾
し
た
投
票
を
行
な
う
も
の
も
少
な
く
な
く
地
方
区
で
自
民

党
、
全
国
区
で
共
産
党
の
候
補
者
に
投
票
す
る
と
い
っ
た
例
す
ら
み
ら
れ
た
。

{2
) 

ナ
イ
（
戸
田
－
z
o
）
と
パ
l
パ
（
∞
・
〈O
与
と
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
の
投
票
行
動
研
究
に
お
い
て
六
0
年
代
に
入
っ
て
若
者
の
あ
い
だ
に
政

党
支
持
離
れ
が
生
じ
、
候
補
者
が
ど
の
政
党
に
所
属
し
て
い
る
か
で
は
な
く
、
そ
の
候
補
者
が
若
者
の
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
争
点
に

対
し
て
ど
う
い
う
態
度
を
と
っ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
投
票
が
決
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
、
こ
れ
を
パ
ー
テ
ィ
・
ボ
l
ト
（
宮
守

与
さ
け
O
）
か
ら
イ
シ
ュ
l

・
ボ
l

ト
（
日2
5
g
g

）
へ
の
転
換
と
い
う
仮
設
と
し
て
提
示
し
た
。
た
し
か
に
わ
が
国
に
お
い
て
も
若
者
の

政
党
支
持
離
れ
は
著
し
い
。
し
か
し
、
政
党
支
持
態
度
の
強
度
が
弱
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
た
だ
ち
に
イ
シ
ュ
l
・
ポ
i
ト
、

つ
ま
り

候
補
者
の
特
定
の
争
点
に
対
す
る
態
度
に
よ
っ
て
投
票
が
決
定
さ
れ
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
と
結
び
つ
く
か
ど
う
か
は
に
わ

か
に
速
断
し
が
た
い
。
本
稿
は
わ
れ
わ
れ
の
研
究
室
が
一
九
八O
年
の
同
日
選
挙
に
際
し
東
京
都
全
域
で
行
な
っ
た
社
会
調
査
お
よ
び

一
九
七
七
年
の
参
院
選
に
際
し
て
同
様
東
京
都
全
域
で
行
な
っ
た
社
会
調
査
の
結
果
に
よ
り
な
が
ら
こ
れ
ら
問
題
に
対
し
て
検
討
を
試

(3
) 

み
た
も
の
で
あ
る
。

（1
）
「
東
京
新
聞
」
昭
和
五
二
年
七
月
二
二
目
。

（2
）
Z
2
8
9
ロ
国
－
Z
F
m
日
仏
ロO旬
、
〈
角g
伶
旬
。
｝g
M
W・
M
M伯
仲
さ
ロ
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『
宮
【
U
M
H
9
8
匂
宮
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s
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叫
目
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誌
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『
・
5
4
0・



各種国政選挙における投票行動の一致と不一致（堀江）

表 1 参院選にみられる有権者の投票行動の一致と不一致

職 号
一
、

当
一
一
ノ

実際は？

女
女
男
女
女
女
男
女
男
男
男
女
女
女
男
女
女
男
男
男
男
女
女
男
男
女
女
女
女
男
男
男
女
男
女
男
男
男
女
女
男

婦
業
商
婦
婦
婦
業
ス
生
生
生
婦
婦
業
業
婦
婦
業
業
業
業
業
婦
職
員
婦
婦
業
婦
業
業
業
職
職
婦
業
業
業
婦
婦
業

ス
レ
ス
立
ス
ス

売
果
ピ
→
売
売
造
ピ
造
造
造
什
ピ
設
売
ビ
造
造
造

一
エ
一
生
、

主
小
青
主
主
主
サ
ウ
学
学
学
主
主
小
小
主
主
製
サ
製
製
製
主
無
大
主
主
サ
主
建
小
サ
無
無
主
製
製
鉱
主
主
製

性｜年
｜齢
I ／戸、
!… 

別 I~

投
票
予
定

候
補

（
地
方
区
）

投
票
予
定

政
党

支
持
政
党

公
社
自
未
H
η
η

自
社
未
自
未

η
η

白
未
自
社
共
未
ク
未
ク
未

H

白
一
※
社
民
自

H
H

社
自
一

n

社
一
自
白
自
社
社
社
一
グ

H

自

η

八
U
f

ハ
U
A
U
f

ハ
U
ハ
U
ハ
リ
ハ
U
ハ
U

ハ
u
n
u
n
u
n
U
ハ
U
A
U
A
U

ハ
U
八
リ
ハ
U

ハ
U
ハ
U
ハ
V
ハ
リ
ハ
U

4
f
3
6
1
2
6
4
2
2
2
4
5
2
4
3
6
3
4
4
3
5
5
6
5
 自

共
白
未
H

自
未
社
市
未
自
革
社
自
未
社

一
η
η

民
公
民
自
社
一
自
一
民
自

η

ク
一

円
U
ハ
リ
ハU
凡
U
ハ
u
n
U

ハ
U
ハ
U
ハ
U
A
u
n
U

ハ
u
n
U
凡
U
円
U
ハ
U

3
3
4
4
4
3
6
6
6
2
2
3
4
4
5
4
 

未決 l 原文兵衛（自） I 近藤忠孝（共）
｜原文兵衛（白）！吉武輝子（無）
｜榊利夫（共）！ 社会
｜菅直人（市）｜田英夫（社）

俵茄子（革）｜俵茄子（革）｜楠正俊（自）

未決 ｜柿沢弘治（ク）｜佐藤敬夫（ク）
｜柿沢弘治（ク）｜増岡康治（自）
｜原文兵衛（自）｜馬場康一（革）
| 棄権 | 
｜原文兵衛（自）｜野末陳平（無）

I 棄権 I 棄権
俵茄子（革） I 柿沢弘治（グ）｜円山雅也（ク）

未決 i 原文兵衛（自）｜ 自 民
｜柿沢弘治（ク）｜望月優子（社）
｜原文兵衛（自）｜松前達郎（社）

l 柿沢弘治（ク） I 田英夫（社）
｜黒柳明（公）｜柏原ヤス（公）
｜今正一（社）｜奥崎謙三（無）
｜菅直人（市）｜近藤忠孝（共）
｜黒柳明（公）｜多国省吾（公）

｜柿沢弘治（ク）｜江田五月（市）
" I 棄権 | 棄権

｜原文兵衛（自）｜堀江正夫（自）
未決 ｜原文兵衛（自）｜田中寿美子（社）
" ｜柿沢弘治（ク）｜徳永正利（自）

｜今正一（社）｜ 忘れた
| 棄権 | 棄権
｜今正一（社）｜田中寿美子（社）
｜：黒柳明（公）｜ 忘れた
｜榊利夫（共）｜宮本顕治（共）

原文兵衛（自）｜木島則夫（民）｜楠正俊（自）
未決 l 柿沢弘治（ク） I 佐藤敬夫（グ）

｜今正一（社）｜柏原ヤス（公）
｜柿沢弘治（ク）｜ 新自グ
｜黒柳明（公）｜内藤誉三郎（自）

原文兵衛（自）｜原文兵衛（自）｜宮本顕治（共）
俵萌子（革）｜俵蘭子（革） I川上源太郎（無）

未決 ｜原文兵衛（自）｜ 自民党
｜今正一（社）｜楠正俊（自）
| 棄権 | 棄権
｜黒柳明（公）｜柏原ヤス（公）
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注 1977年の参院選挙直後の電話調査における東京都の有権者の投票行動の集計表の一部を例示したもの（東京新聞〉



（3
）
堀
江
湛
（
慶
鹿
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
）
、
真
鍋
一
史
（
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
教
授
）
、
前
田
寿
一
（
慶
臆
義
塾
大
学
新
聞
研
究
所
専
任
講
師
）
、
岩
井
奉
信
（
常

磐
大
学
専
任
講
師
）
小
林
良
彰
（
慶
醸
義
塾
大
学
法
学
部
専
任
講
師
）
、
の
五
名
か
ら
な
る
投
票
行
動
研
究
会
は
、
一
九
七
九
年
の
総
選
挙
と
一
九
八

O
年
の
衆
参
ダ
ブ

ル
総
選
挙
に
、
慶
醸
義
塾
大
学
新
聞
研
究
所
の
協
力
と
高
橋
財
団
の
研
究
費
助
成
を
え
て
、
東
京
都
第
三
区
で
有
権
者
の
政
治
意
識
と
投
票
行
動
に
関
す
る
サ
ン
プ
リ

ン
グ
調
査
を
行
な
っ
た
。
一
九
八O
年
の
調
査
で
回
収
さ
れ
た
有
効
サ
ン
プ
ル
総
数
は
八
七
九
で
あ
る
。
な
お
調
査
の
面
接
は
慶
臆
義
塾
大
学
法
学
部
堀
江
研
究
会
の

学
生
、
同
新
聞
研
究
所
の
学
生
な
ら
び
に
同
年
堀
江
湛
の
担
当
し
た
政
治
学
科
第
一
学
年
の
政
治
学
の
受
講
学
生
有
志
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
．
記
し
て
感
謝
の
意
を

表
し
た
い
。

本
稿
の
内
容
は
上
記
五
名
の
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
が
、
本
稿
は
堀
江
湛
が
執
筆
し
た
。
従
っ
て
本
稿
に
つ
い
て
は
堀
江
湛
が
一
切
の
責
任
を
負
う
も
の
で
あ
る
。

な
お
本
稿
の
概
要
は
一
九
八
二
年
三
月
に
行
な
わ
れ
た
一
九
八
一
年
度
日
本
政
治
学
会
に
お
い
て
、
「
一
九
八

0
年
同
日
選
挙
の
分
析
」
と
題
し
て
堀
江
湛
に
よ
り
報

告
さ
れ
た
。
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一
九
八
O
年
の
同
日
選
挙
に
お
い
て
東
京
都
で
衆
議
院
と
参
院
地
方
区
お
よ
び
全
国
区
に
お
い
て
す
べ
て
同
一
政
党
の
候
補
者
に
投

票
す
る
と
い
う
考
え
を
示
し
た
有
権
者
は
サ
ン
プ
ル
総
数
人
七
九
の
う
ち
三
O
五
、
全
体
の
三
五
%
に
す
ぎ
な
か
っ
た
（
表
2

）
。
つ
ま

り
三
つ
の
国
政
選
挙
に
お
い
て
政
党
支
持
態
度
の
一
貫
し
て
い
る
有
権
者
は
全
体
の
約
三
分
の
一
程
度
し
か
い
な
い
の
で
あ
る
。

一
方

三
つ
の
選
挙
と
も
ど
も
政
党
の
候
補
者
に
投
票
す
る
か
決
め
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
棄
権
す
る
つ
も
り
だ
と
い
う
有
権
者
が
サ
ン
プ
ル

数
人
七
九
の
う
ち
二
六
O
、
全
体
の
三
O
%
い
た
。
こ
の
よ
う
な
答
え
を
し
た
有
権
者
の
ほ
と
ん
ど
は
選
挙
当
日
に
は
棄
権
す
る
も

の
と
想
像
さ
れ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
残
り
の
七
O
%
の
者
が
投
票
に
出
か
け
、

ち
ょ
う
ど
そ
の
半
分
に
あ
た
る
三
五
%
の
者
が

三
つ
の
選
挙
に
お
い
て
同
一
政
党
の
候
補
者
に
投
票
す
る
計
算
に
な
る
。
実
際
の
こ
の
選
挙
に
お
け
る
東
京
都
の
投
票
率
は
衆
院
で
六

七
%
で
あ
っ
た
。
も
し
イ
シ
ュ
l

・
ボ

l
ト
の
仮
設
が
な
り
た
つ
と
す
る
と
、
三
つ
の
選
挙
で
同
一
政
党
の
候
補
者
に
投
票
す
る
か
ら

と
い
っ
て
そ
う
で
な
い
者
に
較
ベ
て
た
だ
ち
に
意
識
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
が
、い
ず
れ
に
し
て
も
有
権
者
の
こ
の
選
挙



に
お
け
る
投
票
行
動
の
論
理
的
一
貫
性
は
決
し
て
高
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
三
つ
の
選
挙
に
お
い
て
み
ら
れ
る
有
権
者
の
支
持
態
度
の
一
貫
性
は
支
持
政
党
に
よ
っ
て
相
違
が
あ
る
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
東
京
都
の
す
べ
て
の
衆
院
選
挙
区
に
お
い
て
候
補
者
を
立
て
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
民
社
、
新
自
由
ク
ラ
ブ
、

各種国政選挙における投票行動の一致と不一致（堀江）

表 2 衆議院の投票予定政党（支持政党）と

参議院地方区および全国区の投票予定政党の一致度

衆1~・8総0地年数・8全79) I 支1~・8総0地年数・8全79) I 1~・7総地7年数・8 支全
69) 

白 民 67.似 oi~ ） I 山（i) 60.6% （~） 

新 自 ク 25. 8% ( ~ ) 29. 6% ( ~） 50.0% ( ~~） 

民 社 38. 5% ( ~） 33.3% on 34.4% OD 
公 明 82. 5% ( ~） 86.4% ( ~） 93.2% on 
社 民 連 16. 7% ( ~） 33. 3% （す） 66. 7% (÷) 
社 メ-;z:s;込 40. 9% ( ~） 34. 2% ( ~） 55. 7% （品）

共 産 71.4% ( ~） 74.0% （号） 76. 7% ( % ) 

支持なし 73. 9% （設） 68. 7% （謬） 71. 4 % （詰）

女 分子 その政党を参議院地方lK ・全国区とも投票予定政党とする者の数
一一分母ー その政党を衆議院の投票予定政党とする者の総数

分子 その政党を参議院地方区・全国区とも投票予定政党とする者の数
安安一一＝

分母 その政党を支持政党とする者の総数

社
民
連
等
の
政
党
は
議
論
の
対
象
か
ら
は
ず

そ
う
。
ま
ず
自
民
党
に
つ
い
て
み
る
と
、
衆

院
で
自
民
党
に
投
票
し
よ
う
と
す
る
有
権
者

の
六
七
%
が
、
参
院
地
方
区
お
よ
び
全
国
区

で
も
自
民
党
の
候
補
者
に
投
票
す
る
意
思
を

も
っ
て
い
た
。

一
方
、
社
会
党
の
場
合
、
衆

院
で
社
会
党
に
投
票
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

参
院
地
方
区
お
よ
び
全
国
区
で
も
社
会
党
に

入
れ
よ
う
と
い
う
も
の
は
僅
か
に
四
一
%
に

過
ぎ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
共
産
党
と
公
明

党
に
つ
い
て
み
る
と
、
衆
院
で
両
党
に
投
票

し
よ
う
と
い
う
も
の
の
そ
れ
ぞ
れ
七
一
%
と

八
三
%
が
参
院
地
方
区
と
全
国
区
で
も
両
党

に
投
票
す
る
意
思
を
も
っ
て
い
た
。
公
明

共
産
両
党
支
持
者
の
態
度
の
一
貫
性
は
極
め
49 



て
高
く
、
自
民
党
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
社
会
党
は
非
常
に
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。

(l
) 

恐
ら
く
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
政
党
の
支
持
構
造
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
別
の
と
こ
ろ
で
指
摘
し
た
通
り
、
自50 

民
党
と
社
会
党
の
支
持
者
は
絶
対
数
こ
そ
多
い
も
の
の
、
支
持
強
度
の
高
い
積
極
的
な
支
持
層
の
周
辺
に
大
量
の
支
持
強
度
の
弱
い
消

極
的
な
支
持
層
を
抱
え
こ
ん
で
い
る
。

一
方
共
産
党
と
公
明
党
は
絶
対
数
は
少
な
い
が
、
支
持
強
度
の
強
い
積
極
的
な
支
持
層
が
相
対

的
に
多
く
、
こ
れ
を
取
り
囲
む
支
持
強
度
の
弱
い
消
極
的
な
支
持
の
層
は
非
常
に
薄
い
。

支
持
強
度
の
強
い
積
極
支
持
層
ほ
ど
複
数
の
選
挙
が
同
時
に
行
な
わ
れ
た
場
合
、
同
一
政
党
の
候
補
者
に
投
票
す
る
一
貫
性
は
高
ま

る
で
あ
ろ
う
し
、
支
持
強
度
が
弱
ま
る
に
つ
れ
て
、
矛
盾
や
不
一
致
は
増
大
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
積
極
支
持
層
は
投
票
日
に

何
を
お
い
て
も
投
票
に
出
か
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
消
極
支
持
層
の
場
合
、
投
票
日
の
天
候
や
社
会
的
条
件
や
個
人
的
事
情
に
よ
っ

て
投
票
に
行
っ
た
り
行
か
な
か
っ
た
り
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
積
極
支
持
層
は
い
つ
の
選
挙
で
も
一
定
し
て
高
い
投
票
率
を
し
め
す

の
に
対
し
、
消
極
支
持
層
の
投
票
率
は
選
挙
当
日
の
条
件
に
よ
っ
て
か
な
り
上
下
す
る
。
し
た
が
っ
て
消
極
支
持
層
が
大
量
に
出
動
し

た
選
挙
に
お
い
て
は
全
体
と
し
て
投
票
率
が
上
が
り
、
消
極
支
持
層
の
多
い
自
民
党
や
社
会
党
は
概
し
て
有
利
に
な
る
。
も
っ
と
も
、

投
票
率
が
上
が
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
す
べ
て
の
政
党
の
消
極
支
持
層
が
均
等
に
投
票
に
出
か
け
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
自

民
党
や
社
会
党
は
投
票
率
が
上
が
り
、

し
か
も
そ
れ
が
自
派
の
消
極
支
持
層
の
大
量
の
出
動
に
帰
国
す
る
場
合
に
は
大
量
得
票
し
て
有

利
な
結
果
を
う
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
投
票
率
が
上
が
っ
て
も
、
自
派
の
消
極
支
持
層
の
動
員
に
失
敗
し
た
場
合
に
は
勝
利
は

望
み
え
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
投
票
率
を
波
に
見
立
て
て
、
う
ま
く
波
に
乗
れ
ば
大
勝
を
博
す
る
と
い
う
意
味
で
こ
れ
ら
の
政
党
を
サ
l

フ
ィ
ン
型
政
党
と
呼
ん
で
い
る

一
方
、
積
極
支
持
層
に
較
べ
て
消
極
支
持
層
が
相
対
的
に
非
常
に
少
な
い
共
産
党
と
公
明
党
は
、
投
票
率
の
上
下
に
か
か
わ
ら
ず
獲

得
す
る
得
票
数
は
比
較
的
安
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
両
党
は
投
票
率
が
下
が
り
、
最
低
当
選
ラ
イ
ン
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
と
、



非
常
に
有
利
に
な
る
傾
向
を
も
っ
て
い
る
。
一
方
、
投
票
率
が
上
が
り
、
お
し
な
べ
て
消
極
支
持
層
が
大
量
に
出
動
し
た
選
挙
で
は
、

消
極
支
持
層
の
少
な
い
両
党
は
不
利
と
な
る
。
わ
れ
わ
れ
は
波
が
寄
せ
れ
ば
海
中
に
没
し
、
波
が
引
け
ば
水
面
に
頭
を
出
す
海
岸
に
打

ち
込
ま
れ
た
杭
に
見
た
て
て
、
こ
の
両
党
を
杭
型
政
党
と
呼
ん
で
い
る
。

（1
）
｛
呂
田
信
男
・
堀
江
湛
編
『
選
挙
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
（
学
陽
書
房
、
一
九
八
二
年
）
「

1

日
本
の
選
挙
制
度
と
投
票
行
動
」

各種邑i政選挙における投票行動の一致と不一致（掘江）

と
こ
ろ
で
衆
議
院
の
投
票
予
定
政
党
と
参
議
院
の
地
方
区
あ
る
い
は
全
国
区
の
い
ず
れ
か
一
方
だ
け
の
投
票
予
定
政
党
が
一
致
し
て

い
る
と
い
う
有
権
者
の
比
率
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
衆
議
院
、
参
議
院
地
方
区
、
全
国
区
の
三
つ
の
投
票
予
定
政
党
が
す
べ
て
一

貫
し
て
い
る
も
の
に
較
べ
れ
ば
一
致
率
は
高
く
な
る
（
表
3
）
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
も
し
全
国
区
の
政
党
化
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
し
力、

も
全
国
区
に
職
能
代
表
制
的
要
素
が
加
味
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
全
国
区
の
方
が
地
方
区
に
較
べ
て
衆
議
院
の
投
票
予
定
政
党
と
の

一
致
度
は
低
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
の
点
に
つ
い
て
は
社
会
党
を
除
い
て
、
自
民
、
公
明
、
共
産
の
三
党
と
も
衆

議
院
と
の
一
致
度
に
つ
い
て
は
地
方
区
と
全
国
区
の
あ
い
だ
に
は
ほ
と
ん
ど
差
が
見
ら
れ
な
い
。
社
会
党
の
場
合
の
み
六
四
%
対
四
六

%
と
全
国
区
の
方
が
一
致
度
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
一
見
イ
シ
ュ
l
・
ボ
！
ト
の
仮
設
が
成
り
立
つ
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
実
は
全
国

区
で
一
致
率
が
低
い
の
は
他
の
政
党
や
諸
派
、
無
所
属
に
流
れ
た
者
が
多
い
た
め
で
は
な
く
、
投
票
予
定
政
党
が
決
っ
て
い
な
い
、
あ
る

い
は
な
い
と
い
う
者
が
三
五
%
も
あ
り
、
各
党
中
最
高
の
値
を
し
め
し
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
イ
シ
ュ
l

・
ボ
l
ト

と
い
う
よ
り
も
、
参
議
院
全
国
区
に
お
け
る
社
会
党
の
運
動
が
不
徹
底
で
、
そ
の
浸
透
が
遅
れ
た
結
果
生
じ
た
現
象
と
み
た
方
が
よ
い
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
果
し
て
い
つ
の
選
挙
で
も
見
ら
れ
る
傾
向
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
八
O
年
の
同
日
選
挙
に
の
み
見
ら

れ
た
特
有
の
傾
向
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
同
日
選
挙
は
八
O
年
に
限
っ
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
比
較
の
対
象
を
も
た51 



表 3 衆議院投票予定政党（支持政党）別にみた地方区・全国区投票予定政党

衆議院×参議院地方（1980年）

｜自民｜新自ク 民社｜公明 社民連｜社会 共産

自 民｜ 74.9 0.4 2.1 0.8 0.4 0.0 0.0 1. 7 19.6 
新自グ 16.1 41. 9 6.5 0.0 0.0 0.0 0.0 6.5 29.0 

民 社 2.6 0.0 66.7 2.6 0.0 0.0 0.0 2.6 25.6 

公 明 3.2 0.0 1. 6 88.9 0.0 0.0 0.0 1. 6 4.8 

社民連 0.0 0.0 8.3 0.0 33.3 8.3 0.0 8.3 41. 7 

社 ぷ~為 3.0 1. 5 1. 5 1. 5 1. 5 63.6 3.0 1. 5 22.7 

言十

~g~9? 
1ni。) 

：；塑田：t
in2~ 
i~g6~ 

共 産 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7.1 75.0 3.6 14.3 -f印~~な し 5.2 2.3 1. 5 4.0 0.0 1. 2 2.4 0.9 

衆議院×参議院全国区（1980年）

｜｜自民｜新自グ｜民社｜公明｜社民連｜社会｜共産｜諸無｜なし｜ 計

自 民 77.4 0.0 2.5 0.8 0.4 0.4 0.0 3.3 15.0 ~g~9~ 
新自ク 22.6 32.3 3.2 0.0 3.2 0.0 0.0 6.5 32.3 lOOi~ 

(3 

民 社 5.1 0.0 43.6 2.6 0.0 2.6 0.0 15.4 30.8 lng。) 

公 明 4.8 0.0 0.0 85.7 0.0 0.0 0.0 4.8 4.8 i~g3~ 

社民連 0.0 0.0 0.0 0.0 41. 7 8.3 0.0 25.0 25.0 in2~ 

社 三~ 4.5 0.0 0.0 1. 5 3.0 45.5 0.0 10.6 34.8 i~g6~ 

共 産 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1. 8 76.8 10.7 10.7 1~~6。) 

な し 5.2 0.8 0.9 0.6 1. 8 1. 7 0.2 3.8 85.2 ~g~7。) 

支持政党×参議院地方区（1980年）

II 自民｜新自ク｜民社｜公明 社民連｜社会｜共産｜諸無！なし｜ 計

自 民 64.3 0.7 3.1 0.3 0.0 0.0 0.3 2.1 29.2 ~g~i~ 
新自ク 3. 7 51. 9 3. 7 0.0 0.0 3.7 0.0 3. 7 33.3 一章＇：.おl民 社 6.1 0.0 60.6 ロ：訂 0.0 0.0 0.0 3.0 30.3 
公 明 0.0 0.0 1. 7 91. 5 0.0 0.0 0.0 0.0 6.8 lng。) 

社民連 0.0 0.0 11.1 0.0 33.3 0.0 0.0 11.1 44.5 

「っ綬詰tト- 社 4-恥 1. 4 0.0 2.7 0.0 0.0 53.5 2.7 2. 7 ｜豆
共 産 2.0 0.0 2.0 0.0 0.0 2.0 78.0 2.0 14.0 

な し 6.1 0.9 3.4 3.1 0.9 4.6 2.1 2.1 76.7 ~~g6~ I 

52 



各種国政選挙における投票行動の一致と不一致（堀江）

支持政党×参議院全国区（1980年）

JI 自民｜新自グ｜民社｜公明 l社民連｜社会｜共産｜諸無｜なし｜
自 民 67.4 0.0 1. 7 0.3 0.3 0.0 0.0 3.1 27.2 

新自グ 11. l 44.4 0.0 0.0 3.7 0.0 0.0 11.1 29.6 

民 社 3.0 0.0 45.5 0.0 0.0 3.0 0.0 9.1 39.4 
ト一一一一-i

公 明 3.4 0.0 0.0 86.4 0.0 0.0 0.0 0.0 10.2 

社民連 0.0 0.0 0.0 0.0 88.9 0.0 0.0 0.0 11.1 

社 $ゐ' 2.7 0.0 1. 4 0.0 0.0 41. 0 1. 4 15.1 38.4 

共 産 2.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 78.0 4.0 14.0 

な し 5.8 0.9 2.5 3.1 0.0 4.3 1. 2 6.4 69.9 

支持政党×参議院地方区（1977年）

｜自民｜新自ク｜民社｜公明｜社民連｜社会｜共産｜諸無｜なし｜
自 民 69.2 4.5 1. 0 0.3 0.0 1. 4 0.0 0.3 23.3 

新自グ 0.0 76. 7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 23.3 

民 社 3.1 12.5 50.0 0.0 0.0 3.1 0.0 3.1 28.1 
トー一一一一ー→

公 明 0.0 0.0 0.0 94.9 0.0 0.0 0.0 0.0 5.1 

社民連 0.0 0.0 0.0 0.0 66. 7 0.0 0.0 0.0 33.3 

社 会 0.9 0.9 0.0 1. 9 
ト一一一一一→

0.9 64.2 2.8 0.0 28.3 

共 産 2.3 0.0 0.0 0.0 2.3 7.0 81.4 2.3 4.7 
ト一一一一一ー｜ 一ーーー一一一一1一一一一ー一一『

な し 4.6 3.3 2.3 2.3 1. 6 4.3 2.3 2.3 77.0 

支持政党×参議院全国区（1977年）

｜自民｜新自ク｜民社 公明｜社民連｜社会 1 共産｜諸無｜なし｜
自 民 69.9 3.4 0. 7 0.3 0.3 1. 4 0.3 0.3 23.2 

1 －一一一一一一寸
新自ク 6. 7 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.3 40.0 

計

~~i~ 
i~g7。) 

1~~3~ 

1~~9。) 

l~~ 。) 

1~~3。) 

1no。) 

m6。) 

言十

~g~2~ 
i~o。) 

:;i;f-
lfi 。) 
100. 。
(106) 

；，曲~I坦g·4。~ 

計

~g~2。) 
一

i~~o。) 
｜一ー一一一一一寸 一一一一一一一→一一一ー一一一一 一

民 社 9.4 9.4 46.9 0.0 0.0 3.1 0.0 0.0 31. 2 in2。) 

公 明 0.0 0.0 0.0 93.2 0.0 0.0 0.0 0.0 6.8 1~~9。) 

社民連 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
100.0 
(3 

社 会 3.8 0.0 0.0 2.8 0.0 62.3 2.8 0.0 28.3 ~~g6~ 
1一一一一→ 一

共 産 2.3 2.3 00. 0.0 2.3 4. 7 79.1 0.0 9.3 1n3~ 

な し 5.9 3.6 0.7 1. 3 1. 0 3.3 1. 6 2.0 80.6 ~~g4。) 
女単位は%，ただし（ ）内は実教
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な
い
。
そ
こ
で
、
七
七
年
の
参
院
選
と
八
O
年
の
参
院
選
に
つ
い
て
、
有
権
者
の
政
党
支
持
態
度
と
参
院
の
全
国
区
お
よ
び
地
方
区
の
54 

投
票
予
定
政
党
の
一
貫
性
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
系
列
に
お
け
る
変
化
を
と
ら
え
て
み
よ
う
。

有
権
者
の
支
持
政
党
と
そ
の
選
挙
に
お
け
る
参
院
地
方
区
お
よ
び
全
国
区
の
投
票
予
定
政
党
の
一
貫
性
に
つ
い
て
み
る
と
（
前
掲
表

2

）
、
自
民
党
の
場
合
八
O
年
は
五
七
%
に
対
し
、
前
回
七
七
年
は
六
一
%
と
七
七
年
の
方
が
一
貫
性
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
社
会

党
は
三
四
%
と
五
六
%
、
共
産
党
は
七
四
%
と
七
七
%
、
公
明
党
も
八
六
%
と
九
三
%
と
三
党
と
も
七
七
年
の
方
が
一
貫
性
が
高
く
、

特
に
社
会
党
に
お
い
て
は
こ
の
差
が
著
し
い
。
八
O
年
は
衆
参
同
日
選
挙
で
有
権
者
全
体
の
選
挙
関
心
は
高
ま
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
逆

に
七
七
年
参
院
選
は
七
六
年
暮
の
ロ
ッ
キ
ー
ド
選
挙
の
興
奮
が
さ
め
た
後
の
し
ら
け
選
挙
で
あ
っ
た
。
事
実
、
東
京
都
の
参
院
選
の
投

票
率
は
八
O
年
が
六
八
%
、
七
七
年
が
六
四
%
で
あ
る
。
し
か
し
先
述
の
よ
う
に
投
票
率
の
低
い
選
挙
で
は
消
極
支
持
層
の
棄
権
が
ふ

え
、
積
極
支
持
層
が
選
挙
の
中
心
に
な
る
結
果
、
態
度
の
一
貫
性
は
逆
に
強
化
さ
れ
る
と
い
う
現
象
が
生
じ
て
く
る
。

と
こ
ろ
で
支
持
政
党
と
地
方
区
、
支
持
政
党
と
全
国
区
で
は
一
貫
性
は
ど
ち
ら
が
高
い
で
あ
ろ
う
か
。
八
O
年
に
七
七
年
を
比
較
す

る
と
自
民
党
支
持
者
の
参
院
地
方
区
お
よ
び
全
国
区
の
一
貫
性
は
八
O
年
が
六
四
%
対
六
七
%
、
七
七
年
が
六
九
%
と
七
O
%
で
い
ず

れ
も
心
持
ち
全
国
区
の
方
が
一
貫
性
の
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

一
方
、
社
会
党
は
八
O
年
は
五
四
%
対
四
一
%
と
全
国
区
の
一
貫
性

が
非
常
に
低
か
っ
た
が
、
七
七
年
に
は
六
四
%
対
六
二
%
と
そ
の
差
は
他
党
な
み
で
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
。
共
産
党
と
公
明
党
の
場

合
も
全
国
区
お
よ
び
地
方
区
の
一
貫
性
の
あ
い
だ
に
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。
八
O
年
の
社
会
党
の
み
に
み
ら
れ
る
全
国
区
に
お
け
る

一
貫
性
の
著
し
い
低
下
は
選
挙
戦
の
展
開
に
関
し
、
社
会
党
の
側
に
何
か
特
別
の
問
題
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四

い
う
ま
で
も
な
く
、
支
持
政
党
と
参
院
地
方
区
お
よ
び
全
国
区
の
投
票
予
定
政
党
が
一
貫
し
て
い
る
者
の
そ
の
支
持
政
党
に
対
す
る



支
持
強
度
に
較
べ
れ
ば
、
支
持
政
党
と
参
院
地
方
区
、
全
国
区
の
い
ず
れ
か
一
方
と
し
か
一
貫
し
て
い
な
い
者
の
支
持
強
度
は
弱
い
で

あ
ろ
う
。
そ
こ
で
支
持
態
度
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
前
者
を
支
持
政
党
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
自
民
、
社
会
、
公
明
、
共
産
と
呼
び
、
後

者
を
自
民
系
、
社
会
系
、
公
明
系
、
共
産
系
と
名
付
け
よ
う
。
八
O
年
と
七
七
年
を
比
較
し
て
み
る
と
三
年
間
で
自
民
に
は
変
動
が
な

い
が
自
民
系
が
増
え
、
社
会
系
に
は
増
減
が
な
い
の
に
社
会
が
減
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
保
守
回
帰
の
現
象
は
、
こ
う
い
う
形
で
あ
ら

わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
政
党
支
持
態
度
と
す
べ
て
一
貫
し
た
投
票
行
動
を
と
る
者
、
地
方
区
と
全
国
区
の
い
ず
れ
か
一
方
に
お
い

各種国政選挙における投票行動の一致と不一致（掘江）

て
矛
盾
し
た
投
票
行
動
を
と
る
者
、

お
よ
び
全
体
の
三
分
の
一
に
及
ぶ
支
持
な
し
層
の
あ
い
だ
に
選
挙
で
争
わ
れ
た
基
本
的
争
点
に
対

す
る
態
度
や
支
持
政
党
の
立
場
の
認
知
、
政
治
関
心
や
政
治
知
識
さ
ら
に
は
社
会
的
背
景
そ
の
他
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
相
違
が
見
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
主
と
し
て
統
計
数
理
研
究
所
の
開
発
し
た
数
量
化
理
論
E

類
に
よ
る
多
変
量
解
析
の
結
果
に
従
い
な
が

ら
こ
れ
ら
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
。
な
お
サ
ン
プ
ル
数
が
少
な
い
た
め
に
生
じ
た
異
常
値
は
こ
れ
を
省
き
、
必
要
に
応
じ
て

ク
ロ
ス
集
計
の
数
字
で
こ
れ
を
補
う
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
自
民
と
自
民
系
に
つ
い
て
み
る
と
（
表
4

）
、
こ
の
ダ
ブ
ル
選
挙
で
争
わ
れ
た
基
本
政
策
の
中
で
最
も
激
し
く
対
立
す
る
の
は
解

散
に
対
す
る
評
価
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
確
た
る
見
通
し
も
な
い
ま
ま
に
安
易
に
国
会
を
解
散
に
追
い
込
ん
だ
野
党
を
無
責
任
だ
と
批

判
す
る
立
場
と
、
派
閥
抗
争
を
繰
り
返
し
、
国
会
の
解
散
を
招
い
た
与
党
を
批
判
す
る
立
場
に
つ
い
て
、
自
民
の
圧
倒
的
多
数
が
野
党

を
批
判
し
て
い
る
の
に
対
し
、
自
民
系
の
方
は
逆
に
与
党
に
愛
想
が
尽
き
る
と
い
う
立
場
に
組
す
る
も
の
の
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
分
裂
と
ま
で
は
い
か
な
い
が
、
賛
否
の
比
率
に
か
な
り
の
差
が
み
ら
れ
る
も
の
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
解
決
策
と
し
て
の

原
子
力
発
電
所
建
設
に
対
す
る
態
度
が
あ
る
。
つ
ま
り
自
民
で
は
ほ
と
ん
ど
が
原
子
力
発
電
所
建
設
に
賛
成
し
て
い
る
の
に
、
自
民
系

で
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
。
も
ち
ろ
ん
社
会
や
共
産
の
賛
成
率
に
較
べ
れ
ば
は
る
か
に
高
い
が
、
自
民
と
自
民
系
の
あ
い
だ
に
は
明
ら
55 



表 4 数量化理論E類による自民一自民系の弁別

アイテム カテゴリー ウエイト レンジ 固自定民層 系自列民

性 1. 男性 0.04893 

ZIJ 
0.10060 

2.女性 -0.05167 ー

1.20代前半 0.20429 トー・

年
2.20代後半 0.23426 ト・

3.30代 -0.27287 一

4.40代 -0.07328 
0.50714 

ー
齢

5.50代 0.02330 
6.60歳以上 0.15956 ド．

1.0～2年 -0.56010 一一『
居 2.3～4年 0.23307 トー

住 3.5～9年 0.38936 トーー

年 4.10～ 14年 0.14212 
1. 02391 ド

数 5.15～ 19年 -0.63103 ー一一一-I

6.20年～ -0.00124 
1.一戸建持家 -0.08081 

居 2.マンション 0.48931 ι一一一

住 3. アパート 0.24176 トーー

形 4.公営借家 0.63622 
1.56575 

ト一一一

態 5.社宅 -0.92953 ー一ー一一一→

6.借間 -0.02183 

最終学歴
1. 中学 一0.02586

2.高校 一0.01181 0.05892 
3.大学 0.03306 
1. 同業組合 -0.15364 • 

所 2.政党後援会 -1.16995 一一ー一一一→

属 3.労働組合 0.45229 一

4.宗教団体 -0.30445 1.62224 一

団 5. 同好会 -0.16744 
体 6. その他 -0.03940 

7. なし 0.33696 トー

1. ホワイトカラー -0.75530 
2. 自営・農林業 -0.06513 

職 3.事務・技術 -0.16739 

4.労働職 0.27272 1.30613 ト

業 5.サービス 0.55083 トーー

6.主婦 0.21814 ト

7.学生・無職 0.20287 トー

1. 0～240万円 0.36482 ド

2.240～300万円 -1.39706 
年 3.300～360万円 -0.05700 

4.360～450万円 0.68092 2.07798 ト一一

数 5.450～550万円 0.61494 トーー

6.550~ -0.02288 

7. 言いたくない -0.08085 
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表 4 つづき

アイテム カテゴリー ウエイト レンジ 固自民定層 系自列民

昼カしき三、~ 1.仕事・勉強 0.13726 ト

2. 家族との団らん -0.25198 『

f民主を惑寺
3.余II出 0.04790 1.28307 ト

4.社会への奉仕 -1.14581 ー一一・ー一→

5. そのf也・なし 0.03183 

~てあき丘Jブ1-
1. ょくする -0.09658 • 
2. 少しする 0.28238 トー

3. あまりしない 0.07192 
1.60541 

• 
、，、 4. 全くしない -1.32303 一一ーー『

価物 1.税自民 -0.08501 
0.30854 

『

基
2. 反自民 0.22354 t-

倫理 1.親自民 0.02562 
2. 反白民 -0.00974 

0.03536 
本
衛防 1.親自民 0.06959 ト

2. 反自民 -0.11811 
0.18770 

政

よ」ノネキZレ一: 1. 親自民 -0.08314 『

2.反自民 0. 36951 
0.45265 

トー
策
散解 1.親自民 -0.24718 

0.55474 
ー『

2. 反自民 0. 30756 ド－

1. -0.57684 ー一→

2.不況・景気 一0.05900

争 3. 物価j. インフレ 0.21265 ト・

4. エネルギー 一0.46846 一
占 5.教育 -0. 98354 ー一一『

6.福祉 -0.01217 1.43413 
選 7.行政改革 0.23230 ト

8.政治腐敗 -0.31009 ー＿，

択 9.連合政権 0.45059 トー

10. 防衛・安保 0.16605 トー

11. その他・なし -0.38982 ー『

政知度治的識
1. r笥い -0.37663 戸国→

2. 0 .15237 • 
3. 0.20813 トー

4. 0.12579 
0.58477 • 

5. -0.17808 • 
6.1~；い -0.06711 叶

政d治関i:,, 
1. とても関心がある 0.26295 トー・

2.かなり関心がある 0.03409 
1. 77021 

3. あまり関心がない -0.23605 • 
4.全く関心がない 1. 53416 
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か
な
落
差
が
み
ら
れ
る
。

58 

こ
の
選
挙
で
最
も
重
要
な
争
点
を
何
と
考
え
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
み
る
と
、
自
民
が
原
子
力
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
な
ど
を
あ

げ
る
も
の
が
多
い
の
に
対
し
、
自
民
系
は
保
革
逆
転
、
連
合
政
権
を
あ
げ
る
も
の
が
多
い
。
自
民
系
は
政
策
面
で
一

O
O
%
自
民
党
を

支
持
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
保
革
逆
転
連
合
政
権
の
成
立
は
困
る
と
し
て
野
党
不
信
の
立
場
か
ら
自
民
党
に
投
禁
し
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
代
表
的
な
政
治
家
の
名
前
を
ど
の
程
度
知
っ
て
い
る
か
と
い
う
点
か
ら
測
定
さ
れ
た
政
治
的
知
識
度
に

つ
い
て
み
る
と
、
知
識
度
の
高
い
と
こ
ろ
に
自
民
が
多
く
み
ら
れ
る
反
面
、
知
識
度
の
非
常
に
低
い
と
こ
ろ
で
も
自
民
が
ふ
え
る
傾
向

が
み
ら
れ
る
。
実
は
こ
の
よ
う
な
ト
ッ
プ
と
底
辺
に
位
置
す
る
こ
つ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
い
う
自
民
の
構
造
は
単
に
政
治

的
知
識
度
だ
け
で
な
く
、
後
述
す
る
よ
う
に
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
に
つ
い
て
も
同
様
に
み
ら
れ
る
特
色
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
自
民
と
自
民
系
に
み
ら
れ
る
相
違
は
ど
こ
か
ら
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
両
者
を
分
け
る
決
定
的
要
因
と
し

て
は
自
民
に
政
党
後
援
会
に
所
属
し
て
い
る
者
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
、
さ
ら
に
そ
う
で
は
な
く
と
も
、
多
く
の
者
が
宗
教
団
体
、
同

好
会
、
同
業
組
合
な
ど
な
ん
ら
か
の
団
体
に
所
属
し
て
い
る
の
に
対
し
、
自
民
系
は
そ
の
種
の
団
体
に
一
切
加
入
し
て
い
な
い
者
、

お

よ
び
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
相
対
立
す
る
労
働
組
合
に
所
属
す
る
者
が
多
い
こ
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
職
業
と
し
て
は
ホ
ワ
イ
ト

カ
ラ
ー
や
自
営
業
に
自
民
が
多
く
、

サ
ー
ビ
ス
業
、
労
務
職
、
主
婦
、
無
職
に
自
民
系
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
相
違
の
生
ず
る
背
景
と

し
て
、
ま
ず
第
一
に
指
摘
で
き
る
の
は
自
民
に
は
近
所
づ
き
合
い
を
よ
く
す
る
者
が
非
常
に
多
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
一
番
生
き
甲
斐

を
感
じ
る
場
合
と
し
て
、
仕
事
・
商
売
・
家
事
・
育
児
・
勉
強
の
ほ
か
社
会
に
奉
仕
し
て
い
る
と
き
と
い
う
者
が
圧
倒
的
に
多
い
。
地

域
社
会
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
指
導
者
と
近
隣
と
の
つ
き
合
い
も
か
か
さ
な
い
地
域
社
会
の
平
均
的
な
家
族
と
い
っ
た
自
民
像
が
浮
か
ん
で

く
る事

実
、
年
齢
で
み
る
と
自
民
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
三
O
代
、
四
O
代
が
中
心
な
の
に
対
し
、
自
民
系
は
二
O
代
と
六
O
代
に
ウ
エ



イ
ト
が
か
か
っ
て
い
る
。
居
住
年
数
の
長
期
に
わ
た
る
そ
の
地
域
社
会
に
生
活
の
根
を
下
し
た
人
び
と
に
自
民
の
多
い
傾
向
が
見
出
さ

れ
る
。
反
面
、
自
民
系
に
は
マ
ン
シ
ョ
ン
、

ア
パ
ー
ト
、
公
営
借
家
な
ど
居
住
年
数
も
浅
く
、
地
域
社
会
と
の
結
合
も
比
較
的
薄
い
と

想
像
さ
れ
る
人
び
と
が
多
く
見
出
さ
れ
る
。
年
収
も
自
民
は
下
位
か
ら
二
番
目
二
四
O
万
円
か
ら
三
O
O
万
円
の
層
が
相
対
的
に
多
い

と
い
う
特
徴
を
も
つ
も
の
の
、
絶
対
数
の
多
い
五
五
O
万
円
以
上
の
高
額
所
得
者
の
割
合
は
自
民
の
方
が
自
民
系
よ
り
は
る
か
に
多
い
。

自
民
系
が
若
い
、
団
体
所
属
も
少
な
く
、
近
隣
と
の
交
際
も
浅
い

マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
に
住
み
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
地

域
社
会
と
の
結
び
付
き
の
弱
い
人
び
と
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
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次
に
社
会
と
社
会
系
に
つ
い
て
み
る
と
（
表
5

）
、
基
本
政
策
に
関
し
て
は
、
概
し
て
社
会
の
方
が
自
民
党
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
社
会
系
の
方
は
社
会
に
較
べ
て
相
対
的
に
親
自
民
的
態
度
を
示
す
も
の
の
割
合
が
ふ
え
て
く
る
。
し
か
し
、
そ
の
相
違

は
あ
く
ま
で
も
比
較
の
問
題
で
あ
っ
て
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、

い
ず
れ
も
自
民
党
に
対
し
て
批
判
的
態
度
を
示
し
て
い
る
点
で
は
変

わ
り
は
な
い
。
こ
の
選
挙
の
最
も
重
要
な
争
点
を
何
と
考
え
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
み
る
と
、
社
会
は
保
革
逆
転
・
連
合
政
権
お
よ

び
政
治
腐
敗
・
政
治
倫
理
を
強
調
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
の
に
対
し
、
社
会
系
は
行
政
改
革
や
不
況
・
景
気
問
題
お
よ
び
物
価
・
イ
ン

フ
レ
問
題
を
強
調
す
る
点
が
際
だ
っ
た
相
違
と
な
っ
て
い
る
。
社
会
の
方
が
政
権
の
形
態
や
道
徳
的
見
地
か
ら
現
在
の
体
制
に
対
し
て

批
判
を
加
え
て
い
る
の
に
対
し
、
社
会
系
の
方
は
仕
事
や
生
活
を
通
じ
て
の
政
治
へ
の
不
満
か
ら
社
会
党
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
よ
う
な
争
点
に
対
す
る
社
会
と
社
会
系
を
分
け
る
要
因
の
ひ
と
つ
は
、
政
治
的
知
識
度
の
相
違
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
社

会
は
明
ら
か
に
政
治
的
知
識
が
高
く
、
社
会
系
は
知
識
度
の
低
い
も
の
が
多
い
。
た
だ
し
、
社
会
の
場
合
も
自
民
と
同
様
、
政
治
関
心

と
い
う
点
で
は
、
と
て
も
関
心
が
あ
る
と
い
う
も
の
と
、
あ
ま
り
関
心
が
な
い
と
い
う
も
の
の
二
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
同
様
に
ひ
ょ

う
た
ん
型
の
構
造
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
社
会
と
社
会
系
に
み
ら
れ
る
政
治
的
態
度
の
相
違
を
規
定
す
る
要
因
と
し
て
、
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
社
会
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表 5 数量化理論E類による社会一社会系の弁別

アイテム カテゴリー ウエイト レンジ 社国会定層 社系列会

性 1.男性 0.64220 

5)1J 2.女性
1.32110 

-0.67890 

1.20代前半 -1.34563 ー

年
2.20代後半 3.86410 トーー一一

3.30代 I. 55141 
7 .65235 

トー

齢
4.40代 0.19140 
5.50代 -3. 78825 

一6.60歳以上 -0.47922 

1.0～2年 -5.40310 
居 2.3～4年 -0.25697 ー

住 3.5～9年 -1.35324 一

年 4.10～ 14年 0.07345 
6.98933 

数 5.15～ 19年 -0.40292 

6.20年～ 1.58624 トー

居
1.一戸建持家 -0.65932 

2.マンション 1. 59701 トー－

住 3.アパート 1.46043 トー

形 4.公営借家 -1.15952 
7 .07627 

一

5.社宅 5. 91675 肯，山量、
6.1昔間 -0.97783 ー

最終戸－歴主Tゐ-. 
I. 中学 3.47550 ト一一一

2.1笥干支 一0.92994 4.40544 一

3.大学 一0.19011

I. 同業組合 一0.50850 ー

所 2.政党後援会 6 .12158 

属 3.労働組合 -0.24945 

4.宗教団体 -2.43595 10.14428 ーー『

団 5. 同好会 -0.26659 

体 6. その他 -4.02270 一
7.なし 0.18734 ト一一

I. ホワイトカラー 0.53109 
2. 自営・農林業 0.90870 ト

職 3.事務・技術 1.25274 トー

4.労働職 -0.01306 3.29015 

業 5.サービス 0.09160 

6.主婦 -2.03741 一

7.学生・無職 -1.95207 ー

1. ～240万円 4.61650 ト一一ー一一

2.240～300万円 -1.60344 一

年 3.300～360万円 -1.35162 自吋

4.360～450万円 -0.03477 6. 71475 

収 5.450～550万円 -2.09824 ーー吋

6.550~ 0.11113 

7.言いたくない 0.87183 ト
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各種国政選挙における投票行動の一致と不一致（掴江）

表 5 つづき

アイテム カテゴ 1）ー ウエイト レンジ 社固会定層 社糸列会

昼カき三t 1.仕事・勉強 0. 75504 
2.家族との団らん -0.09550 

孟畠ヒ
3.余暇 -0.24748 5.54772 ー

4.社会への奉仕 0.83315 トー

5. その他・なし -4. 71456 一

嘉子あき二，
1. ょくする 0.47795 

2. 少しする 0.50784 
2.39972 

3. あまりしない -1.34109 一
4.全くしない 1.05863 ｝一

物価 1.親自民 -0.03642 
0.05351 

2. 反自民 0.01709 
基
倫理 1.親自民 1.31162 トーー

2. 反自民 -0.26232 
1.57394 

本
衛防 1.親自民 -3.00586 一

2.反自民 0. 72555 
3. 73140 

トー
政

4」ノネ者：一~ I.親自民 -0.66532 一
2.反自民 0.98651 

1.65183 
トー

策
解散 1.親自民 0.20177 

0.27938 
2. 反自民 -0.07761 
1.税金 -4.25634 一
2.不況・景気 1.44456 ドー

争 3.物価・インフレ 0.44496 
4.エネルギー 1.58880 トーー

点 5.教育 5.53366 
6.福祉 一3.32662 9. 79000 一選 7.行政改革 3.24013 トーーーー

8.政治腐敗 -2.08662 一
択 9.連合政権 一2.30137 一

10. 防衛・安保 4.04434 トーーーー

11. その他・なし 1.67574 トー

政知度治的識
1.高い -1.99545 一

2. 一0.80056 . 
3. 1.29530 

5;71572 
ト四

4. 3. 72028 ←一一一一
5. -1.23773 ー

6.低い 0.27663 

政首
1. とても関心がある -1.22484 一
2.かなり関心がある 0. 75916 

2.60546 
トー

3. あまり関心がない -0.65078 ー

4.全〈関心がない -1.84630 一
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が
労
働
組
合
や
同
業
組
合
に
参
加
し
て
い
る
も
の
が
多
い
の
に
対
し
、
社
会
系
の
方
は
所
属
集
団
な
し
と
い
う
も
の
が
多
い
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
職
業
と
い
う
点
で
は
、
社
会
系
は
社
会
に
較
べ
、
事
務
、
技
術
職
、
自
営
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
多
い
こ
と
が
特
色
と
な
っ
62 

て
い
る
。
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
、
自
民
と
自
民
系
の
場
合
と
は
反
対
に
、
社
会
は
あ
ま
り
近
所
づ
き
合
い
を
し
な
い
の
に
対
し
、
社
会

系
は
む
し
ろ
積
極
的
に
近
所
づ
き
合
い
を
す
る
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
生
き
甲
斐
を
感
じ
る
の
も
、
社
会
の
場
合
は
余
暇
の
時
聞
を

過
し
て
い
る
と
き
と
い
う
の
が
最
も
多
く
、
社
会
系
の
方
は
仕
事
・
商
売
・
家
事
・
育
児
・
勉
強
な
ど
に
打
ち
込
ん
で
い
る
と
き
と
い

っ
た
仕
事
本
位
の
人
び
と
が
多
い
こ
と
が
特
色
と
な
っ
て
い
る
。

も
と
も
と
、
社
会
も
社
会
系
も
二
O
代
と
六
O
代
以
上
の
支
持
者
の
数
は
非
常
に
少
な
い
。
と
こ
ろ
が
三
O
代
・
四
O
代
の
中
堅
層

は
む
し
ろ
社
会
系
の
特
色
と
な
っ
て
お
り
、
社
会
の
最
も
強
い
の
は
五
O
代
で
あ
る
。
ア
パ
ー
ト
、

マ
ン
シ
ョ
γ
住
ま
い
は
社
会
系
の

特
色
で
あ
り
、
持
ち
家
、
社
宅
住
ま
い
な
ど
は
社
会
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
年
収
と
い
う
点
で
は
社
会
系
に
低
所
得
者
の
多
い
こ
と

が
目
立
つ
。
自
民
と
自
民
系
の
場
合
ほ
ど
明
確
に
分
離
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
社
会
は
概
し
て
党
の
政
策
に
強
い
一
体
感
を
持
ち
、

組
合
へ
の
参
加
意
識
も
強
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
中
年
以
上
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
支
持
層
を
中
核
と
し
、
社
会
系
は
政
治
的
諸
態
度

に
お
い
て
は
革
新
的
な
ご
く
平
均
的
市
民
層
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

五

公
明
と
公
明
系
、
共
産
と
共
産
系
の
場
合
は
、
い
ず
れ
も
サ
ン
プ
ル
数
が
少
な
い
の
で
、
数
量
化
理
論
H

類
に
よ
る
多
変
量
解
析
の

処
理
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
両
党
に
つ
い
て
は
、
ク
ロ
ス
集
計
を
手
が
か
り
と
し
な
が
ら
、

一
貫
し
た
支
持
層
と
系
列
支

持
層
の
性
格
の
相
違
を
分
析
し
て
み
よ
う
（
表
6
）
。

一
見
、
奇
妙
な
こ
と
に
公
明
と
公
明
系
の
場
合
、
物
価
や
イ
ン
フ
レ
の
問
題
、
政
治
倫
理
の
問
題
、
解
散
の
問
題
等
で
は
、
む
し
ろ



公
明
の
方
が
公
明
系
よ
り
も
親
自
民
党
的
態
度
の
持
ち
主
が
多
い
。
公
明
の
方
が
反
自
民
党
的
な
の
は
、
防
衛
力
増
強
と
原
子
力
発
電

問
題
に
対
し
て
で
あ
る
。
サ
ン
プ
ル
数
の
少
な
い
こ
と
に
よ
る
偶
然
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
当
時
の
公
明
党
の
現
実
の
政
治
行

動
に
よ
り
適
合
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
明
ら
か
に
、
公
明
の
方
が
公
明
系
よ
り
、
よ
り
正
確
に
支
持
政
党
の
諸
政
策
や
行
動
を
認

知
し
て
い
る
の
で
あ
る

わ
が
国
に
お
け
る
政
治
勢
力
を
ご
く
単
純
に
保
守
と
革
新
の
一
次
元
の
軸
上
に
並
べ
て
み
る
こ
と
が
よ
く
行
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
少
な
く
と
も
公
明
党
に
関
し
て
は
、
単
純
に
自
民
の
左
、
社
会
の
右
と
い
っ
た
具
合
に
は
い
か
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

各種国政選挙における投票行動の一致と不一致（堀江）

い
う
ま
で
も
な
く
、
全
て
の
政
党
が
一
次
元
の
軸
上
に
並
べ
ら
れ
る
の
な
ら
ば
、
多
党
化
の
生
ず
る
理
由
は
な
く
、
保
守
・
革
新
の

軸
上
の
二
党
に
基
本
的
に
集
約
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
わ
が
国
の
政
党
支
持
構
造
が
も
っ
と
複
雑
で
多
次
元
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

で
あ
ろ
う
。
選
挙
に
お
け
る
一
番
重
要
な
争
点
を
何
と
考
え
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
み
る
と
、
公
明
は
、
物
価
・
イ
ン
フ
レ
問
題
、

政
治
腐
敗
・
政
治
倫
理
問
題
、
保
革
逆
転
・
連
合
政
権
の
三
つ
に
集
中
し
て
い
る
の
に
対
し
、
公
明
系
に
は
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
い
つ

さ
い
見
ら
れ
な
い
。
も
と
も
と
公
明
の
支
持
者
の
政
治
的
知
識
度
は
、
他
党
に
較
べ
れ
ば
、
か
な
り
低
い
が
、
公
明
系
は
さ
ら
に
全
体

と
し
て
低
い
方
に
偏
っ
て
い
る
傾
向
が
う
か
が
わ
れ
る
。
争
点
態
度
に
対
す
る
両
者
の
相
違
は
、
こ
の
よ
う
な
公
明
系
の
政
治
的
知
識

の
乏
し
さ
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
政
治
的
知
識
に
対
し
て
は
、
公
明
も
公
明
系
も
他
党
の
支
持
者
に
較
べ
て
低
い
傾
向

が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
政
治
関
心
と
い
う
点
で
は
公
明
も
公
明
系
も
共
産
党
支
持
者
と
並
ん
で
非
常
に
高
い
関
心
度
を
示
し
て
い
る
。

公
明
も
公
明
系
も
非
常
に
近
所
づ
き
合
い
に
は
、
熱
心
で
あ
る
。
各
党
中
最
高
と
い
っ
て
も
い
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
公
明
は
大
半

が
宗
教
団
体
に
加
入
し
て
い
る
。
し
か
し
、
公
明
系
は
同
業
組
合
に
加
入
し
て
い
る
も
の
は
い
る
が
、
宗
教
団
体
に
加
入
し
て
い
る
も

の
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
信
者
と
非
信
者
と
分
け
て
も
い
い
く
ら
い
で
あ
る
。
公
明
の
特
色
は
主
婦
と
労
務
職
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
年

収
と
い
う
点
で
は
二
四
O
万
円
以
下
の
低
所
得
者
層
と
二
四
O
万
円
以
上
三
O
O
万
円
以
下
の
下
位
二
階
層
に
集
中
し
て
い
る
。
公
明
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表 6 公明一公明系，共産一共産系の社会的属性，態度および政治的態度の比較

公明（固定） 公明（系列） 共産（固定） 共産（系列）

t生 1. 男性 43.1(%) 62.5(%) 47.4(%) 16.7(%) 

.5Jlj 2.女性 56,9 37 .5 52.6 83.3 

1.20代前半 11.8 12.5 0.0 16.7 

年
2.20代後半 7.8 0.0 10.5 8.3 
3.30代 33.3 12.5 47 .4 41. 7 

齢
4.40代 25.5 25.0 23. 7 33.3 
5.50代 17 .6 37.5 15.8 0.0 
6.60代以上 3.9 12.5 2.6 0.0 

居
1.0～2年 8.0 12.5 15.8 25.0 
2.3～4年 20.0 0.0 10.5 25.0 

住 3.5～9年 20.0 0.0 18.4 25.0 

年 4.10～ 14年 18.0 12.5 10.5 8.3 

数 5.15～ 19年 10.0 12.5 13.2 8.3 
6.20年 24.0 62.5 31.6 8.3 

居
1.一戸建持家 29.4 75.0 50.0 41. 7 
2.マンション 5.9 0.0 5.3 8.3 

住 3.アパート 35.3 12.5 36.8 41. 7 

形 4.公営借家 15. 7 0.0 7 .9 0.0 

態 5.社宅 5.9 0.0 0.0 0.0 
6.借問 7 .8 12.5 0.0 8.3 

最終－歴品~
1. 中学 39.2 50.0 21.1 16. 7 
2. 両校 41.2 37 .5 57 .9 50.0 
3. 大学 19.6 12. 5 21.1 33.3 
1. 同業組合 11.8 50.0 10.5 8.3 

所 2.政党後援会 5.9 0.0 21.1 0.0 

属 3.労働組合 2.0 0.0 26.3 16. 7 
4.宗教団体 56.9 12.5 0.0 0.0 

団 4. 同好会 2.0 0.0 2.6 8.3 
体 6. その他 5.9 12. 5 5.3 0.0 

7. なし 15. 7 25.0 34.2 66. 7 
1. ホワイトカラー 7 .8 0.0 2.6 0.0 
2. 自営・農林業 7 .8 37.5 10.5 16. 7 

職 3.事務・技術 7.8 0.0 36.8 41. 7 
4.労働職 17.6 37.5 2.6 8.3 

業 5.サービス 11.8 0.0 13.2 0.0 
6.主婦 37 .3 12.5 28.9 33.3 

7.学生・無職 9.8 12.5 5.3 0.0 

1. ～240万円 30.6 25.0 18.2 27 .3 

2.240～300万円 25.0 0.0 18.2 9.1 
年 3.300～360万円 13.9 25.0 18.2 9.1 

4.360～450万円 19.4 25.0 21.2 18.2 

収 5.450～550万円 5.6 25.0 6.1 9.1 

6.550~ 5.6 0.0 18.2 27 .3 

7.冨いたくない
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各種国政選挙における投票行動の一致と不一致（堀江）

表 6 つづき

公明（固定） 公明（系列） 共産（固定） 共産（系列）

言斐i品量
1.仕事・勉強 33.3 25.0 39.5 25.3 
2. 家族との団らん 15. 7 25.0 13.2 8.3 
3.余暇 31.4 25.0 31.6 50.3 
4. 社会への奉仕 13. 7 25.0 7 .9 8.3 
5. その他・なし 5.9 0. 7 .9 8.3 

器付主
1. ょくする 4.1 50.0 28.9 25.0 
2. 少しする 23.5 25.0 28.9 33.0 
3. あまりしない 27 .5 25.0 23. 7 25.0 

4. 全くしない 2.0 0.0 18.4 16.7 

価物 I，親自民 27 .5 12. 5 15.8 25.0 

基
2. 反自民 72.5 87 .5 84.2 75.0 

倫理 1.親自民 17 .6 12. 5 7.9 8. 7 

本
2. 反自民 82.4 87 .5 92.1 91. 7 

衛防 1. 税自民 25.5 37 .5 18.4 33.3 

政
2. 反自民 74.5 62.5 81.6 66.7 

二ノ上ヰ者工レ: 『 1. 税自民 66. 7 87 .5 42.1 50.0 

策
2. 反自民 33.3 12.5 57 .9 50.3 

解散 1.親自民 15.7 12.5 18.4 33.3 
2. 反自民 84.3 87 .5 81.6 66.7 

1. 税金 3.9 12. 5 5.3 0.0 
2.不況・景気 7 .8 25.0 2.6 0.0 

争 3.物価・インフレ 31.4 12.5 36.8 33.3 
4.エネルギー 2.0 25.0 2.6 0.0 

古 5.教育 2.0 0.0 5.3 0.0 
6.福祉 7.8 0.0 7 .9 16. 7 

選 7.行政改革 3.9 0.0 2.6 0.0 
8.政治腐敗 17 .6 0.0 21.1 33.3 

択 9.連合政権 17 .6 12.5 15.8 8.3 
IO. 防衛・安保 0.0 0.0 0.0 8.3 
11. その他・なし 5.9 12.5 0.0 0.0 

政知拍的識度
1.高い 15. 7 12.5 21.l 16.7 
2. 19.6 12.5 34.2 25.0 
3. 15.7 12.5 10.5 16.7 
4. 27 .5 12.5 18.4 25.0 
5. 17 .6 12.5 13.2 8.3 
6.f.丘い 3.9 37 .5 2.6 8.3 

政拍’関し、
1. とても関心がある 19.6 25.0 21.l 16. 7 
2. かなり関心がある 39.2 25.0 65.8 33.3 
3. あまり関心がない 37 .3 50.0 7.9 50.0 
4.全〈関心がない 3.9 0.0 5.3 0.0 

メ口』 計 50 （人） 8 （人） 38 （人） 12 （人）
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党
は
低
所
得
の
こ
れ
と
い
っ
た
特
殊
技
術
な
ど
を
持
ち
あ
わ
せ
て
い
な
い
有
権
者
層
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
66 

い
う
ま
で
も
な
く
、
全
て
の
基
本
的
政
策
に
対
し
共
産
党
の
支
持
層
は
各
党
中
最
も
厳
し
い
自
民
批
判
の
態
度
を
示
し
て
い
る
。
ど

の
問
題
に
対
し
て
も
共
産
は
共
産
系
よ
り
も
さ
ら
に
厳
し
い
政
府
批
判
の
態
度
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
中
で
最
も
激
し
く
政
府
を
批

判
し
て
い
る
の
は
、
政
治
腐
敗
・
政
治
倫
理
問
題
で
あ
る
。
共
産
・
共
産
系
を
問
わ
ず
、

ほ
と
ん
ど
全
員
が
政
府
批
判
の
態
度
を
示
し

て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
す
ぎ
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
基
本
政
策
の
中
で
比
較
的
政
府
批
判
の
態
度
が
弱
い
の
は
、
原
子
力
発
電
の
問
題

で
あ
る
。
特
に
共
産
系
の
場
合
は
賛
否
同
数
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
選
挙
の
最
重
要
争
点
に
つ
い
て
は
、
共
産
も
共
産
系
も
物
価
・
イ

ン
フ
レ
問
題
と
政
治
腐
敗
・
政
治
倫
理
問
題
を
あ
げ
る
も
の
が
多
く
、
両
者
に
格
別
の
差
は
見
出
さ
れ
な
い
。
政
治
知
識
度
に
つ
い
て

は
共
産
が
高
く
、
共
産
系
は
こ
れ
よ
り
低
い
。
し
か
し
、
共
産
の
知
識
度
は
自
民
、
社
会
の
知
識
度
と
そ
ん
な
に
変
ら
ず
、
共
産
の
知

識
度
は
群
を
抜
い
て
い
る
と
い
う
従
来
の
議
論
は
今
日
で
は
あ
ま
り
成
り
立
た
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
共
産
の
政
治
関
心
は
確
か
に
高

く
、
各
党
中
随
一
で
あ
る
。
共
産
系
は
共
産
と
は
か
な
り
の
落
差
が
あ
る
が
、
他
党
の
支
持
者
に
較
べ
れ
ば
共
産
系
も
公
明
系
に
次
い

で
高
い
関
心
度
を
示
し
て
い
る
。

共
産
は
、
近
所
づ
き
合
い
を
し
な
い
と
い
う
も
の
と
全
く
し
な
い
と
い
う
も
の
を
加
え
る
と
四
割
を
越
え
る
。
共
産
系
の
場
合
も
ほ

ぽ
同
様
の
結
果
と
な
る
が
、
重
心
は
や
や
あ
ま
り
し
な
い
と
い
う
方
に
か
た
よ
っ
て
い
る
。
同
党
の
支
持
者
が
社
会
的
に
孤
立
し
た
存

在
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
共
産
と
共
産
系
の
生
き
甲
斐
は
、
公
明
同
様
、
仕
事
本
位
か
余
暇
を
楽
し
む
タ
イ
プ
の
両
方
に
集
中

し
て
い
る
。
共
産
の
場
合
、
労
働
組
合
と
政
党
後
援
会
に
加
入
し
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
共
産
系
の
場
合
、
公
明
系
同
様
、
所
属
団

体
な
し
と
い
う
も
の
が
多
い
。
こ
こ
で
も
共
産
党
支
持
者
の
社
会
的
孤
立
性
が
よ
く
わ
か
る
。
労
働
組
合
に
加
入
し
て
い
る
も
の
は
多

、

h
vミ
、

l
v

、
刀

い
わ
ゆ
る
労
務
職
で
は
な
く
、
専
門
技
術
的
仕
事
に
た
ず
さ
わ
る
も
の
が
多
い
。
共
産
・
共
産
系
も
公
明
・
公
明
系
と
並
ん
で

自
民
党
や
社
会
党
の
支
持
に
較
べ
れ
ば
、
か
な
り
異
質
な
特
色
を
持
っ
た
グ
ル
ー
プ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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さ
て
、
以
上
の
分
析
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
政
党
の
場
合
も
一
貫
し
た
固
定
的
積
極
支
持
層
の
方
が
、
投
票
予
定
候
補

の
所
属
政
党
に
矛
盾
の
あ
る
消
極
的
支
持
層
に
較
べ
て
、
党
の
基
本
的
政
策
や
争
点
に
対
す
る
強
調
点
を
よ
り
正
し
く
認
知
し
、
年
齢

と
い
う
点
で
も
働
き
盛
り
の
何
ら
か
の
強
い
一
体
感
を
持
つ
所
属
団
体
の
持
ち
主
が
多
い
。
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
分
析
で
は
全
く
触
れ

な
か
っ
た
、
被
調
査
者
の
四
割
に
及
ぶ
支
持
な
し
層
も
ま
た
特
有
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
各
政
党

各種国政選挙における投票行動の一致と不一致（期江）

の
政
策
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
い
っ
た
政
治
的
内
容
を
離
れ
て
各
党
の
一
貫
し
た
支
持
層
と
系
列
支
持
層
お
よ
び
支
持
な
し
層
と
い
う
三

つ
の
グ
ル
ー
プ
の
相
違
を
き
わ
だ
た
せ
る
よ
う
な
社
会
生
活
や
生
活
意
識
、
社
会
的
属
性
に
み
ら
れ
る
諸
要
因
を
折
出
し
て
み
よ
う

（
表7
）
。

数
量
化
理
論
E

類
に
よ
っ
て
処
理
し
た
と
こ
ろ
、
固
定
層
と
支
持
な
し
層
を
両
極
と
す
る
軸
が
析
出
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
を
見
る
と
、

固
定
層
は
こ
の
選
挙
の
主
要
な
争
点
を
原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
保
革
逆
転
・
連
合
政
権
、
福
祉
問
題
、
税
金
問
題
な
ど
と
明
確

に
指
摘
し
て
い
る
の
に
対
し
、
支
持
な
し
層
は
政
治
腐
敗
・
政
治
倫
理
を
除
い
て
は
ほ
と
ん
ど
争
点
を
指
摘
せ
ず
、
特
に
な
し
と
す
る

も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
と
こ
ろ
が
政
治
的
知
識
度
に
関
し
て
は
、
概
し
て
固
定
層
ほ
ど
低
く
、
支
持
な
し
層
ほ
ど
高
い
と
い
う
傾
向

が
出
て
い
る
。
し
か
し
、
政
治
的
関
心
に
つ
い
て
は
固
定
層
ほ
ど
高
く
、
支
持
な
し
層
に
な
る
と
著
し
く
低
い
。
固
定
層
に
は
社
会
に

奉
仕
し
て
い
る
と
き
生
き
甲
斐
を
感
じ
る
と
い
う
も
の
が
多
い
が
、
支
持
な
し
層
に
は
何
を
し
て
も
生
き
甲
斐
を
感
じ
る
こ
と
が
な
い

と
い
う
も
の
が
多
い
。
職
業
で
は
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
が
固
定
層
の
中
核
を
な
し
て
い
る
。
両
者
の
際
立
っ
た
相
異
は
年
齢
に
つ
い
て

み
ら
れ
、
三
十
代
以
上
の
年
齢
が
増
す
に
つ
れ
て
固
定
層
が
増
大
し
、
二
十
代
前
半
に
支
持
な
し
層
が
最
も
多
い
。
同
様
に
、その
他

に
長
く
住
む
も
の
ほ
ど
固
定
層
の
増
え
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
争
点
認
知
、
政
治
的
関
心
な
ど
の
政
治
意
識
、
社
会
生
活
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表 7 数量化理論E類による固定・系列・支持なしの弁別

アアムイ カテゴリー ウエイト レンジ 系固列定・ 支な持し

イ主 1. 男性 0.14537 トー

.5.Jlj 2.女性
0.28681 

-0.14143 一

1.20削半 0. 79391 ←一一ー

年
2.20後半 0.14093 

3.30代 -0.05317 

4.40代 -0.03560 
1.39209 

齢
5.50代 -0.10302 

6.60以上 -0.59818 ーー叶

居
1.2年以下 -0.05888 

2.3-4年以下 0.04156 
住 3.5～9年以下 0.26649 • 

4.10～ 14年以下 -0.19480 
0.46129 

年 叶

数
5.15～ 19年以下 -0.16064 

6.20年以上 -0.00318 

居
1.一戸建持家 0.01271 

2.マンション 0.16819 ト

住 3.アパート 0.02459 

4. 公営借家 0.11351 
0. 77733 

形 ト

5.社宅 -0.15584 叶

官’＂Ii!.語、
6.借間 -0.60914 一一一→

最芋終歴
1. 中学 -0.21731 -I 

2. 高校 -0.06040 0.45683 

3. 大学 0.23952 ト司

1. ホワイト・カラー -0. 76101 一一→

2. 自営・農林業 -0.17261 一

職 3.事務技術 0.51872 トーーー

4.労働職 0.08103 1.2797 

業 5.サービス 0.27711 • 
6. 主婦 -0.21795 

7.学生無職 0.06832 

1. 0～240万円 0.17545 

2.240～300万円 -0.21421 ー

年 3.300～ 360万円 0.06027 

4.360～450万円 -0.24910 0. 74253 ー

収 5.450～550万円 0.28788 トー

6.550~ -0.43491 ーーーー「

7. 言いたくない 0.30762 ト
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表 7 つづき

アテムイ カテゴリー ウエイト レンジ 系国定列・．’ 3なE持し

生カしき、ず 1.仕事・勉強 0.02019 

2.家族との団らん -0.06519 

皐時るヒ
3.余暇 0.04567 0.60783 

4.社会への奉仕 一0.46993 一一→
5.その他無し 0.13790 ヤ・

近書あき
1. ょくする -0.19428 『

2.少しする 0.47463 トー一一

3. あまりしない -0.29009 
0. 76472 

一→

4. まったくしない -0.20888 ー→

1.税金 -0.19168 『

争
2.不況景気 0.08790 

3.物価インフレ 一0.03647

4.エネルギー -0.67846 
占 5.教育 -0.09444 

6.福祉 -0.32172 1.95173 一

選 7.行政改革 -0.11840 

8.政治腐敗 0.27252 トー

択
9.連合政権 -0.50554 一
10.防衛安保 -0.03411 ー

11. その他、無し 1.27327 卜一一一一一ー

I罰い 0.11350 ト

政知度拍的識
-0.04970 ー

0.06481 
0.48219 

0.07433 • 
-0.07994 ー

低い -0.36869 一

1. とても関心がある -0.61096 一

政関，拍L、 2. かなり関心がある -0.26551 一

3. あまり関心がない 0.38160 
2.03473 

←一ー

4.全く関心がない 1.42377 
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アテムイ

性

)JIJ 

年

齢

居

住

年

数

居

住

背5

宵，aι旨．、

最終学歴

職

業

年

収

表 8 数量化理論E類による四党の固定・系列

および支持なしの弁別－ 1 軸

カテゴリー ウエイト レンジ 保守

1. 男’性 -0.04644 十ー伽

2.女性
0.09161 

0.04518 ト

1.20代前半 0.33157 トー

2.20代後半 -0.31286 
一

3.30代 0.37286 
1.15957 

トー

4.40代 -0.00481 

5.50代 -0.08154 

6.60歳以上 -0. 78671 一
1.0～2年 0.17842 トー

2.3～4年 0.04474 

3.5～9年 0.09314 

4.10～ 14年 -0.04365 
0.27624 

5.15～ 19年 0.11403 ド

6.20年～ 一 0.09782

1.一戸建持家 -0.17066 一

2.マンション 0.00605 

3. アパート 0.42503 トー

4.公営借家 0.56513 
0.84807 

トーーーー

5.社宅 -0.28294 ー

6.借間 -0.25056 

1. 中学 0.20007 • 
2. 高校 -0.02997 0.29891 

3.大学 一0.09884 ー

1. ホワイトカラー -0.55703 
一

2. 自営・農林業 -0.31774 一

3.事務・技術 0.51222 トーーー

4.労働職 -0.23674 1.06925 一

5.サーピス 0.15169 ト

6. 主婦 0.17543 ト

7.学生・無職 -0.30038 一ートーー

1. 0～240万円 0.32311 トー

2.240～300万円 一0.03900

3.300～360万円 -0.13603 

4.360～450万円 0.38944 0.81099 トーー

5.450～ 550万円 0.00751 

6.550～650万円 -0.42155 
一

7.吉いたくない 0.44599 f一一ー

草新
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表 8 つづき

アテイム カテゴリー ウエイト レンジ 保守 革新

生カしき、ず 1.仕事・勉強 一0.11994

2.家族との団らん -0.18119 一

主時るじ
3.余暇 0 .11120 0.92587 ト

4.社会への奉仕 0. 7；昨 トーーーー

5. その他・なし 0.2 ト

近見づ庁 1. ょくする -0.11676 ー

2. 少しする 0.14587 
0.55794 

あき 3. あまりしない -0.13509 
し、 4.全くしない 0.42285 トーー

1.税金 -0. 29530 一

争
2.不況・景気 -0.54482 一
3.物価・インフレ -0.11650 

4. エネルギー -0.69181 一
占 5.教育 0.40626 トー

6.福祉 0. 77909 1.57034 トー一一ー

選 7.行政改革 一0.08900

8.政治腐敗 0.68367 ト一一一ー

9.連合政権 0.61103 ト一一ー
択

JO. 防衛・安保 -0. 79125 一
11. その｛也・なし 0.31307 十一ー

1. 高い -0.15132 ー

知量政拍的
2. 0.17409 トー

3. -0.33731 ー『

4. 0.35642 
0.70162 t-

5. 0.16355 ト

6. ｛品い -0.34520 ・吋

政，拍関L、
1. とても関心がある 0.35792 ←ー

2.かなり関心がある 0.02292 ト

3. あまり関心がない 一0.21179
0.88961 

ー

4.全く関心がない 0.67783 ヤ一一
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の
形
態
や
意
識
、
社
会
的
諸
属
性
に
お
い
て
固
定
層
と
支
持
な
し
層
は
対
極
的
位
置
に
立
ち
、
系
列
支
持
層
が
ち
ょ
う
ど
そ
の
中
間
に

立
っ
て
い
る
の
で
あ
る

72 

た
し
か
に
、
支
持
政
党
の
如
何
を
問
わ
ず
固
定
層
に
は
固
定
層
特
有
の
、
系
列
支
持
層
に
は
系
列
支
持
層
特
有
の
性
格
が
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
う
は
い
っ
て
も
政
治
の
世
界
で
問
題
に
な
る
の
は
、
支
持
政
党
の
政
策
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
ど
そ
の
政
治
的
内
容
で
あ
る
。

そ
こ
で
最
後
に
、
自
民
、
社
会
、
公
明
、
共
産
の
四
党
の
固
定
層
と
系
列
支
持
層
お
よ
び
支
持
な
し
層
を
そ
れ
ぞ
れ
際
立
た
せ
る
要
因

が
何
に
求
め
ら
れ
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。
数
量
化
理
論
E

類
の
結
果
に
よ
る
と
、
第
一
軸
の
説
明
力
は
二
九
・
八
%
、
第
三

軸
ま
で
の
説
明
力
の
合
計
は
六
二
・
七
%
な
の
で
、
第
三
軸
ま
で
の
結
果
を
も
と
に
説
明
し
て
い
こ
う
。

第
一
軸
は
（
表8
）
自
民
と
共
産
系
、
自
民
系
、
社
会
系
、
支
持
な
し
、
社
会
、
公
明
、
共
産
、
共
産
系
の
順
に
並
ん
で
い
る
。
ほ
ぼ

保
守
｜
革
新
の
軸
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
結
果
に
よ
る
と
、
こ
の
選
挙
の
主
要
争
点
と
し
て
、
自
民
寄
り
の
も
の
を
際
立
た
せ

て
い
る
の
は
、
防
衛
力
・
安
全
保
障
・
原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
不
況
・
景
気
問
題
、
税
金
問
題
で
あ
り
、
共
産
寄
り
の
も
の
を
際
立

た
せ
て
い
る
の
は
福
祉
、
政
治
腐
敗
・
政
治
倫
理
、
保
革
逆
転
・
連
合
政
権
、
教
育
な
ど
で
あ
る
。
社
会
生
活
に
関
し
て
は
、
自
民
寄

り
の
も
の
ほ
ど
、
積
極
的
に
近
所
づ
き
合
い
を
す
る
傾
向
が
あ
り
、
共
産
寄
り
の
も
の
に
は
、
近
所
づ
き
合
い
を
全
く
し
な
い
も
の
が

多
い
。
ま
た
、
自
民
寄
り
の
も
の
に
は
、
家
族
と
の
団
ら
ん
、
仕
事
に
生
き
甲
斐
を
求
め
る
も
の
が
多
い
の
に
対
し
、
共
産
寄
り
で
は

社
会
へ
の
奉
仕
が
際
立
っ
て
い
る
。
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
、
自
営
業
、
無
職
、
労
務
職
な
ど
が
、
自
民
寄
り
に
引
っ
ぱ
る
職
業
で
あ
り
、

事
務
、
技
術
、
主
婦
な
ど
が
共
産
寄
り
に
引
っ
ぱ
る
職
業
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
概
し
て
い
え
ば
、
高
齢
者
の
割
合
の
高
い
の
が
自
民

寄
り
の
特
色
で
あ
り
、
三
O
代
の
多
い
の
が
、
共
産
寄
り
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
自
民
寄
り
ほ
ど
現
在
の
場
所
に
長
く
住
ん

で
い
る
傾
向
が
あ
り
、
共
産
寄
り
ほ
ど
居
住
年
数
の
短
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

一
戸
建
て
持
ち
家
に
住
む
の
が
自
民
寄
り
の
特
色
で
あ

り
、
ア
I

ト
、
八
ム
営
の
借
家
に
住
む
の
が
共
産
寄
り
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
。



第
二
軸
は
、
公
明
系
と
支
持
な
し
が
両
極
に
き
て
そ
の
聞
に
公
明
系
よ
り
か
ら
公
明
、
共
産
、
自
民
、
共
産
系
、
社
会
系
、
自
民
系
、

社
会
の
順
に
並
ん
で
い
る
。
こ
の
軸
の
持
つ
意
味
は
、
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
が
、

し
い
て
言
え
ば
、
固
定
的
支
持
層
と
、
系
列
支

持
層
お
よ
び
支
持
な
し
層
を
分
け
る
軸
と
言
っ
て
も
良
い
か
も
知
れ
な
い
。
第
三
軸
は
（
表
9

）
公
明
系
と
共
産
が
両
極
に
き
て
公
明
系

よ
り
か
ら
、
公
明
、
支
持
な
し
、
自
民
系
、
自
民
、
社
会
、
社
会
系
、
共
産
系
と
軸
上
に
並
ん
で
い
る
。
し
か
も
、
公
明
と
支
持
な
し

の
聞
に
非
常
に
大
き
な
距
離
が
み
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
軸
は
、
公
明
と
そ
れ
以
外
を
分
け
る
軸
と
言
っ
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。
公
明
党

の
支
持
者
を
、
そ
れ
以
外
か
ら
区
別
す
る
生
活
意
識
と
生
活
形
態
の
要
因
は
、
公
明
党
支
持
者
に
社
会
へ
の
奉
仕
に
生
き
が
い
を
感
じ
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る
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
と
、
近
所
づ
き
あ
い
を
よ
く
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
労
務
職
と
主
婦
、

サ
ー
ビ
ス
業
、
無
職
も

公
明
党
支
持
者
を
き
わ
だ
た
せ
る
職
業
要
因
で
あ
る
。
他
党
に
比
べ
て
、
二
十
代
の
多
い
の
も
そ
の
特
色
で
あ
る
し
、
学
歴
に
中
卒
が

多
く
、
年
収
も
二
百
四
十
万
円
以
下
の
低
所
得
者
層
の
多
い
の
も
そ
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
。

有
権
者
の
投
票
行
動
は
、
き
わ
め
て
多
様
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
支
持
政
党
と
各
種
国
政
選
挙
に
お
け
る
投
票
予
定
政
党
の
聞
に
論

理
的
一
貫
性
が
存
在
し
、
支
持
政
党
の
基
本
政
策
や
争
点
に
対
す
る
強
調
点
に
対
し
て
も
正
し
く
認
知
し
て
い
る
有
権
者
も
決
し
て
少

な
く
な
い
。
む
し
ろ

一
般
の
常
識
よ
り
も
、
こ
れ
ら
い
わ
ゆ
る
意
識
の
高
い
有
権
者
は
多
い
と
い
っ
て
良
い
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ

ら
有
権
者
の
周
辺
に
、
そ
の
政
党
を
支
持
は
し
て
い
る
が
、
投
票
行
動
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
論
理
的
に
一
貫
し
て
い
な
い
有
権
者

の
グ
ル
ー
プ
が
存
在
す
る
。
彼
ら
の
支
持
政
党
の
基
本
政
策
や
争
点
に
対
す
る
認
知
は
、
大
筋
に
お
い
て
間
違
っ
て
い
る
と
は
言
え
な

し、

カ1

一
貫
し
た
有
権
者
グ
ル
ー
プ
ほ
ど
、
正
確
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
系
列
支
持
者
の
さ
ら
に
外
周
に
大
量
の
支
持
な
し
層
が
存
在
し

て
い
る
。
か
れ
ら
の
政
治
的
知
識
度
は
、
そ
れ
ほ
ど
低
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
政
治
関
心
は
き
わ
め
て
薄
い
。
固
定
的
支
持
層
の
特
色

は
、
な
ん
ら
か
の
強
い
一
体
感
を
持
つ
所
属
集
団
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
支
持
な
し
層
の
特
色
は
、
こ
れ
ら
所
属
集
団
を
持

た
な
い
、
地
域
社
会
と
の
結
合
も
弱
い
有
権
者
層
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
二
十
代
の
青
年
の
多
い
こ
と
が
そ
の
特
色
で
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年
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態
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職

業

年

収

表 9 数量化理論E類による四党の固定・

系列・支持なしの弁別－ 3 軸

カテゴリー ウエイト レンジ 公明

1. 男f生 -0.13693 
0.27014 

2.女性 0.13322 

1.20代前半 -0.66274 一
2.20代後半 -0.20944 一

3.30代 0.10559 
0.94054 

4.40ft 0.19746 ト

5.50代 -0.10869 吋

6.60歳以上 0.27780 トー

1.0～2年 0.62645 トーーー

2.3--4年 -0.28320 一

3.5～9年 -0.01403 

4.10～ 14年 一0.15526
0.90965 

一

5.15～ 19年 0.02224 

6.20年～ -0.00701 

1.一戸建持家 0.13433 ト

2.マンション -0.09490 ー「

3. アパート 0.07481 

4.公営借家 -0.82204 
1.02500 

一

5.社宅 -0.89067 一
6.借問 -0.49147 一
1.中学 -0.30250 一

2.高校 0.17128 0.47378 ト

3.大学 -0.02966 

1. ホワイトカラー 0.08421 • 
2. 自営・農林業 0.07659 

公以外明

3.事務・技術 0. 71310 ト一一一一

4.労働職 -0.89258 1.60568 ー－ーー叶

5.サービス -0.08699 ・4

6.主婦 -0.29883 ー→

7.学生・無職 • 0.10220 

1. 0～240万円 -0.26927 『

2.240～300万円 -0.02044 

3.300～360万円 0.15896 ト

4.360～450万円 0.21235 0.91331 トー

5.450～ 550万円 -0.08141 叶

6.550- 0.51134 ←一一一

7.言いたくない -0.41998 ー寸
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表 9 つづき

アテムイ カテゴリー ウエイト レンジ 公明 以公外明

生カbき、< 1.仕事・勉強 -0.00250 

2. 家族との団らん 0.12067 ト

車時る
3.余暇 0.03738 1.55192 

4.社会への奉仕 -1.18952 一
5.その他・なし 0.36240 I-

て近所1 1. ょくする -0.19390 ー

2. 少しする 一0.03712
1.52786 

あき 3. あまりしない -0.03051 

4.全くしない 1. 33396 

1.税金 0.17929 ト

争
2.不況・景気 -0.34330 ー

3.物価・インフレ 0.17360 

4. エネルギー -0.36750 
一占 5.教育 0.91334 トーーーー

6.福祉 0. 75352 1.44863 t一一一一
選 7.行政改革 -0.16356 ー

8.政治腐敗 -0. 06452 

択
9.連合政権 -0.22311 ー

10. 防衛・安保 0.14976 ト

11. その他・なし -0.53528 一
1.高い -0.01524 

政治的知識度拍
2. 0.18803 ト

3. -0.10379 
0.30615 

4. -0.11812 

5. -0.02332 

6. ｛丘い 0.06221 t-

政心拍関
1. とても関心がある -0.08704 

2.かなり関心がある 0.40528 卜ー

3. あまり関心がない -0.46647 
0.87176 

一
4.全〈関心がない 0.28225 ト
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あ
る
が
、
単
身
世
帯
や
、
家
族
を
持
っ
て
い
て
も
夫
婦
と
乳
幼
児
の
み
の
若
年
世
帯
で
あ
り
、

域
社
会
と
の
か
か
わ
り
を
も
た
な
い
生
活
が
、
彼
ら
を
支
持
な
し
層
に
追
い
や
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
か
も
知
れ
な
い
。
地
域
社

ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
み
、
地

会
に
お
い
て
も
職
場
に
お
い
て
も
各
政
党
の
試
み
る
組
織
化
の
網
の
目
か
ら
漏
れ
て
し
ま
う
ひ
と
た
ち
で
あ
る
。
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